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１．参加目的 

 1 年生の時、海外の大学で薬学を学べるなんて、という好奇心から参加した海外臨床薬学研修報告会

にて、先輩方が研修での体験について目を輝かせながらお話されている姿に魅了され、いつか私もこん

な貴重な経験をしてみたい、という憧れを抱いた。その後、大学で薬学の知識をつけ、実務実習を経験

し、医療従事者がそれぞれの強みを活かして多職種で連携していくチーム医療に興味を持つようになっ

たが、やはり薬剤師はどこか控えめで受動的だった。そこで、日本よりも薬剤師に与えられている権限

が多く、誇りを持って活躍しているアメリカの薬剤師の姿から、積極性や向上心を直に感じ学ぶため、

この研修への参加を決意した。 

 

２．研修内容 

【研修テーマ】アメリカと日本の医療制度の違いから見えた、薬剤師として国を超えて重要なこと 

【研修日程】 

月日 研修内容 

2 月 13 日 
Orientation/ Pharmacy education in US/ Pharmacotherapy of anemia/ 

Emergency Medicine pharmacy practice 

2 月 14 日 

Campus tour of Phoenix / Day in the life on an Internal medicine 

pharmacy specialist/ Telehealth/ Ambulatory care pharmacy practice 

(Phillip Ieng)/ Ambulatory care pharmacy practice (Alejandro 

Vazquez) / Dinner with Phoenix IPSF and APID-SPO 

2 月 15 日 
Psychiatric pharmacy practice/ Recent advances in antifungal therapy 

and their place in therapy  

2 月 16 日 

Experimental and interprofessional education/ Pharmacists’role in 

vaccination/ Writing for professionals:How to write right and 

influence people/ Envenomations 

2 月 17 日 Tour of Banner-University Medical Center Tucson 

2 月 20 日 US Healthcare system/ Library services/ Oncology Pharmacy Practice/ 

Day in the life of a pharmacy resident 

2 月 21 日 Visit to CVS community pharmacy/ Stress and burnout/ Internal 

Medicine topic discussion,“clostridioides difficile infection” 

2 月 22 日 Evidence-based medicine and clinical practice guidelines/ Safe 



and Effective Opioid Prescribing for Treatment of Substance Use 

Disorder/ Statistics review for residents 

【研修内容の詳細】 

アメリカでの薬学教育の授業では、現在人々が何を必要としているか、今後人々が何を必要とする

かを考えることで薬剤師として生き残っていくことが出来るという話が印象的であり、これは日本でも

常に意識しておくべき重要なことだと感じた。 

救急医療では、サソリやヘビ、Gila Monster の毒にさらされた際の対応など、自然豊かなアリゾナ

の地ならではの話を聞くことができた。この授業で学んだ内容と、後の毒物学の授業や Poison and Drug  

Information center の見学をリンクさせることで、毒物に対する薬物治療の理解を深めることができ

た。また、急を要する状況の中での抗生剤の適切な選択では、薬剤師の知識がかなり重宝され医師から

も頼られるものの、やはり最終決定権は医師にある、という部分は日本と同じようだ。 

体験教育と専門職教育の授業において、患者さんと会話する際に最も重要なスキルについて尋ねる

と、患者さんの訴えを繰り返すことや、オープンな質問を用いることだと教えて頂き、コミュニケーシ

ョンにおいて重要なスキルは国を超えて共通しているということを知ることができた。さらに、アメリ

カでは、他学部同士のヒエラルキーや垣根を解消することを目的とする IPE が盛んに行われているよう

で、これは、医療従事者間のコミュニケーション向上にも繋がるだろう。 

病院見学で最も強く感じた日本との違いは、テクニシャンの存在である。Ⅳroom にて薬の調製をテ

クニシャンが行い、監査を薬剤師が行うことで安全を担保するという体制に日本との大きな違いを感じ

ると同時に、患者さんに渡る薬を何人もの目でしっかりと確認を重ねることの重要性は日本と共通して

いる点であると理解した。 

授業では聞いていたが、実際に薬局見学にて目にした、vaccination area は新鮮な光景だった。ア

メリカの医療システムの授業で、かつては医師が薬剤師がワクチンを打つことに対して否定的な意見を

持っていたが、需要が高まり、薬剤師もワクチンを打てるようになったという話をきいた。 

病院見学や薬局見学から感じたように、薬剤師の職能が活かされるべきところで最大限に活かされ

ていることや、薬剤師が多くの権限を持っていることは、薬剤師の地位向上につながり、誇りを持って

働けることにも繋がるのだろうと感じた。 

また、薬局見学では、販売エリアにて、日本との薬のバリエーションの違いを見ることが出来たの

も良い経験だった。特に、オメプラゾールなどの PPI やフルチカゾンなどのコルチコステロイドなどが

誰でも手に取れる棚に OTC として販売されていることや、睡眠薬(メラトニン)やビタミン剤がこれでも

かというほど販売されている光景は、日本で実務実習を経験したからこそ感じられる面白さだったよう

に思う。その後、ストレスと過労についての授業があり、この薬局見学で目にした凄まじい数の睡眠薬

が頭をよぎり、薬の適正使用についてどう患者に伝えていくべきか考える必要性を感じた。そして、こ

の授業では、“Who cares？”という Katz 先生の言葉が胸に響いた。 

 

３．感想 

 アメリカでは、薬剤師に与えられた権限が多く、その職能が最大限に活かされる優れた環境が元々整

っているものだと思い込んでいた。しかし研修を経て、アメリカでの薬剤師の信頼度の高さは、優れた

制度に依存するものではなく、アメリカの薬剤師の積極的な姿勢や向上心によって築き上げられたもの

だと理解した。また、日本とアメリカを比較し違いを知ることによって、薬剤師として国を超えて共通

する大切な軸を見出すことが出来たように思う。この貴重な機会を頂けたことに感謝の意を表する。 


